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木道の起点側に看板設置と木道上にイリオモテヤマネコの糞
木道を効果的に利用して頂くために、木道の入口に看板を設置しました。

看板には、西表亜熱帯樹木展示林の位置図と木道等で観察できる樹木の花や実をカラーで

掲示しています。

また、この看板の完成検査を実施した１２月１５日に、イリオモテヤマネコの糞を木道上

で発見しました。この木道周辺はイリオモテヤマネコを含む希少動植物のモニタリングを実

施することとしていますので、初めての発見に興奮してしまいました。今後もイリオモテヤ

マネコの活動状況に注視していきたいと思います。

ＪＩＣＡ研修生が西表島の森林生態等について学習
１１月４日（火）、５日（水）、西表島の森林の生態等について学習するため、ＪＩＣＡ

研修生１２名と、引率者及び通訳の２名、総勢１４名の訪問を受けました。

西表島の森林、国有林の保護林制度等及び南風見林木遺伝資源保存林のリュウキュウマツ

の施業経過及び海岸の保安林の整備状況等について説明しました。西表島では早朝に雷を伴

った大雨でしたが、研修生が

西表島の港に着く頃には雨も

あがり、一転して蒸し暑い１

日となり、途中途中で水分補

給をしながらの現地研修とな

りました。

ニュースレター
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JICA研修生と講師の一行現地研修（海岸林の整備）

木道の入り口に設置した看板 イリオモテヤマネコの糞



大分県植物研究会の西表島植物探索を支援
１１月１１日から３泊４日の行程で、大分県植物研究会

（会長 真柴茂彦）一行が、西表島における野生植物の現況

と保護等について知見を深めることを目的として来島され

ました。

会員の中には、大分県内で自然観察会等の指導的立場に

ある方、森林生態学の研究などをしている方も参加されて

いましたが、西表島の亜熱帯植物を目にするのは、初めて

の方が多く、遠山自然再生指導官の説明に終始メモをとり

ながら、「九州の植物とは全然違う」「自然が素晴らしい」

などの感想がありました。

仲間川のマングローブ学習・体験会
１２月６日（土）、７日（日）、西表島エコツーリズム協会

の司会進行により、仲間川マングローブ学習・体験会（沖縄

県主催）が行われました。

初日は、自然観察指導者を対象に琉球大学馬場繁幸教授、

西表島エコツーリズム協会伊谷玄事務局長を講師に迎え、座

学や仲間川及び西表亜熱帯樹木展示林の木道を利用した実践

学習が、二日目は、一般参加者を対象に琉球大学馬場繁幸教

授、東部交通藤崎雅夫支配人を講師に迎え、離島振興総合セ

ンターでの学習と午後からは仲間川でのカヌー及び観光船に

よる体験会が行われました。

ウブンドルのヤエヤマヤシ群落でのDVD取材ロケ
１１月１７日（月）、「日本の森シリーズ『奄美・沖縄』亜熱帯の森」

の撮影のため、取材スタッフ３名が来島し、その一コマとしてウブンド

ルのヤエヤマヤシ群落において、調査模様の撮影が行われました。

当日の早朝は小雨でしたが、カメラが回り始める頃には、チョウもカ

メラの前を横切る程に天候が回復しました。しかし、雨合羽を脱ぐこと

もなく、ウブンドルのヤエヤマヤシでの撮影（約２時間）を終了しまし

た。なお、３０分間のＤＶＤの中でウブンドルのヤエヤマヤシの割り当

て時間は、１～２分程度とのことです。

当センターの活動状況が、例え１分間であってもＤＶＤの映像のワン

カットとして組み込まれることは、当センターのＰＲとなりますので、

来年４月以降のＤＶＤの完成を楽しみにしています。

平成２０年度１０，１１，１２月期
ヒナイ川、西田川の利用状況調査報告

ヒナイ川の利用状況調査を１０月１６日（木）、１１月１８日（火）、１２月１５日（月）

に実施しました。１０月は、カヌーツアーが１４組（ガイド含め５４名）、トレッキングが

１組（２名）計５６名、１１月は、カヌーツアーが６組（ガイド含め ２２名）、レンタル

ツアー（持参含む）が２組（４名）計２６名。１２月は、カヌーツアーが２組（ガイド含め

８名）、レンタルツアーが１組（１名）計９名でした。

また、西田川の利用状況調査を１０月１７日（金）と１２月１６日（火）に実施しました。

１０月は、カヌーツアーが３組（ガイド含め１１名）、１２月は、カヌーツアーが２組（ガ

イド含め９名）、レンタルツアーが１組（１名）計１０名でした。

カンピレーの滝

木道での学習会

撮影風景



１０月は、未だ汗ばむ暑さが続き、ピナイサーラの滝壺で楽しむ光

景が見られました。

１１月は、ガイドの話によると「今年は例年に比べ入り込みが少な

いようだ。」とのことでした。また、船着き場には季節はずれに咲いた

サガリバナが可憐な姿を見せていました。

１２月は、修学旅行シーズンも終わったせいか、めっきり少ない利

用状況となり、ヒナイ川のカヌー着き場付近の水場には閑古鳥ならぬ

カラスが水浴びにやって来て、居合わせた観光客は初めて見る光景に

目を白黒して喜んでいました。

森の巨人百選サキシマスオウノキ・オヒルギ及び
船浦のニッパヤシのモニタリングを実施

１１月２１日（金）、西表島東部の仲間川流域に生育しているサキシマスオウノキ、１２月

１０日（水）、世界最北端に自生する船浦ニッパヤシ、及び１１日（木）、浦内川支流のウ

タラ川上流にあるオヒルギの生育状況及び周辺の地盤高測定などの調査を実施しました。

前回の調査では、昨年の強烈な台風などの影響により、枝の折損や葉量の減少などがみら

れ痛々しい姿でしたが、今回の調査では枝葉の量も増え、また新しい

芽も発生していることなどから、順調に回復し生育しているものと思

われます。

浦内川・仲間川のマングローブ林のモニタリングを実施
１０月１０日（金）と２７日（月）、浦内川のマングローブ

林、１２月８日（月）、日本最大規模を誇る仲間川マングロー

ブ林の生長量調査を実施しました。

この調査は、平成１７年度より実施しており、今回、稚樹の

発生状況及び林内の明るさを測定する開空度を新たに追加しま

した。今後、調査内容などを取りまとめ、浦内川・仲間川マン

グローブ林の隆替状況として報告することとしています。

１０月：ヒナイ川にて １１月：サガリバナをパチリ

カラスの行水

１２月：サンガラの滝

ニッパヤシサキシマスオウノキ オヒルギ



海岸林再生試験地の樹高測定などを実施
１０月２９日（水）、南風見国有林１７２は林小班外の試験

地設定箇所において、平成２０年３月に植栽したテリハボク、

フクギ、イヌマキにナンバーテープによる個体表示を行うとと

もに、樹高を測定しました。

各試験地共に、今年９月に襲来した台風（１３号・１５号）

及び夏場の干ばつによる被害は少なく、植栽木は順調な生育を

しています。

今回は、今が見頃の西表島の植物を紹介します。

サキシマフヨウ（アオイ科フヨウ属）

学名：Hibiscus makinoi Jotani et H. Ohba

分布／九州西部（福江島、甑島）から琉球にかけて

分布

生育環境・形態など

落葉または半常緑の低木または小高木で、高さ２～

４ｍに達します。西表島では１０月頃から１月頃にか

けて、県道沿いに淡紅色または白色の花が見事に咲い

ているのを見ることが出来ます。しかし、季節はずれ

に咲くこともしばしばで、６月頃大見謝付近ではゲッ

トウと競うように咲いているのを見かけました。同属

のフヨウは日本各地で栽培され、本州・九州の一部で

は野生状態で生えています。フヨウとサキシマフヨウ

の違いは「日本の野生植物 木本Ⅱ」（平凡社）による

と、若い茎、花柄、副萼および萼の背面には、フヨウ

は星状毛に混ざり腺毛が密生する。サキシマフヨウで

は星状毛だけが密生し腺毛はない。と記載してありま

した。なかなか区別は難しいようです。フヨウ属は学

名がHibiscus（ハイビスカス）となっています。仲間

には両種のほか、ムクゲ、ハマボウ、オオハマボウな

どがあります。豪華な園芸品種のハイビスカスだけで

なく、このような野生種のハイビスカスも可愛がって

下さいね。
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サキシマフヨウ（2008.1217 西表島）

西表島美原(2008.1217 由布島入り口付近)

サキシマフヨウとゲットウの花（2007.0604大見謝）


